
実施されてきた関係者の意識を改革することが必要であ  

る。連携事業によりもたらされる将来的な健康増進効果を  

認識して、連携事業に取り組む関係者の熱意が期待され  

る。些針職卿こ且つ忍耐  

強く活動する熱意と積極性を持つことが連携事業空室主  

な推進力になも  

実施されてきた関係者の意識を改革することが必要であ  

る。連携事業によりもたらされる将来的な健康増進効果を  

認識して、連携事業に取り組む関係者の熱意が期待され  

る。  

2）地域保健医療計画での言魂巨   

行政として、地域保健医療計画に連携事業が記載されて  

いることは事業を推進するうえで有用である。さらに、市  

町村の健康増進計画に青壮年期の健康づくりが位置付け  

られていることは、具体的に市町村と事業所の理解を助け  

る上で有用である。以上のような環境のもとで、連携事業  

に関係する団体の協力を得ることは重要なステップであ  

る。  

2）地嚇呆健医療計画での記載   

行政として、地域保健医療計画に連携事業が記載されて  

いることは事業を推進するうえで有用である。さらに、市  

町村の健康増進計画に青壮年期の健康づくりが位置付け  

られていることは、具体的に市町村と事業所の理解を助け  

る上で有用である。以上のような環境のもとで、連携事業  

に関係する団体の協力を得ることは重要なステップであ  

る。  

3）共通課題の選択   

たばこ対策事業は地域と職域共通の健康課題として連  

携事業の1つとして関心が持たれやすいので連携事業が  

促進される。連携事業を実施するに際して、成功事例を持  

つことは関係者に具体的方向性を示すうえでも有用であ  

る。  

こり共通課題の選択  

職場環境の問題に対する取組やたばこ対策事業は、地域  

と職域共通の健康課題として連携事業の1つとして関心  

が持たれやすいので連携事業が促進される。連携事業を実  

施するに際して、成功事例を持つことは関係者に具御勺方  

「珊生を示すうえでも有用である。  

4）地域保障資源の積極〕勺発掘   

地域保健における資源を積極的に発掘しておくことは、  

具体的な連携事業を提示するうえで有用であり、新たな事  

業を企i画する際にも参考になる。  

4）地域保健資源の積髄勺発掘   

地域保健における資源を積極的に発掘しておくことは、  

具体的な連携事業を提示するうえで有用であり、新たな事  

業を企酎る際にも参考になる。  

5）キーパーソンの確保   

連携事業においてキーパーソンを確保することが必要  

である（つキーパーソンは、地域保健、職矧呆健の両分野に  

精通していて、企画調整能力を持っ人材が適当である。   

また、連携事業に関心がある人材を確保することは、事  

業の展開に有用であることから、地元の大学等の協力を得  

ることは、地嚇呆健と職域保健をつなぐ人材として、その  

人材確保に期待される。  

5）キーパーソンの確保   

連携事業においてキーパーソンを確保することが必要  

である。キーパーソンは、地域保健、職域保健の両分野に  

精通していて、企画調整能力を持っ人材が適当である。   

また、連携事業に関心がある人材を確保することは、事  

業の展開に有用であることから、地元の大学等の協力を得  

ることは、地矧呆健と職域保健をつなぐ人材として、その  

人材確保に期待される。  

6）連携事業に必要な人材の確保   

職域保健に必要な人材の確保のために、保健事業担当者  

の研修や潜在している人的資源を活用したり、ボランティ  

アの育成等の工夫が考えられる。  

6）連携事業に必要な人材の確保   

職域保健に必要な人材の確保のために、保健事業担当者  

の研修や潜在している人的資源を活用したり、ボランティ  

アの育成等の工夫が考えられる。  
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7）連携事業の拡大  

事業の連勝を図る上で、地域保健と職域保健に限定せ  

ず、学校保健等と連携を図ることで、家族構成にあわせた  

連携事業を展開することが期待される。  

7）連携事業の拡大   

事業の連携を図る上で、地域保健と職㈱こ限定せ  

ず、学校保健等と連携を図ることで、家族情痴こあわせた  

連携事業を展開することが期待される。また、新たに事業  

如婿  

用していく葡脚  

8）職域関係者の積極的参加  

産業保健推進センターでは、各種の研修会が計画されて  

おり、産業界への周知が図られることが期待される。また、  

産業保健連絡協議会等の労働関係の既存の会議等及び商  

工会議所、商工会との連携・調整を行った上で、職域関係  

者の積極的な参加を求めることが必要である。  

8）職域関係者の積極的参カロ  

産業保障推進センターでは、各種の研修会が計画されて  

おり、産業界への周知が図られることが期待される。また、  

産業保健連絡協議会等の労働関係の既存の会議等及び商  

工会議所、商工会との連携・調整を行った上で、職域関係  

者の積極的な参加を求めることが必要である。  

事業主の理解が連勝卿  

2．阻害要因  

連携事業に対する阻害因子はできる限り縮小、解消する  

ことが望まれる。  

2．阻害要因  

連携事業に対する阻害因子はできる限り縮小、解消する  

ことが望まれる。  

1）法規上の限界   

健康増進に関する法規と労働衛生に関する法規の目的  

や手法が違うため、連携がとりにくいことが指摘される。   

対応策としては、相互の法規の相違を理解した上で共通  

点に注目して、連携事業を行う。関係法規の相違があって  

も、健康増進は共通の課題であり、地域と職域の関心が高  

まり、共通の認識がもてることで事業を展開する基盤を形  

成することができる。  

1）法規上の限界   

健康増進に関する法規と労働衛生に関する法規の目的  

や手法が違うため、連携がとりにくいことが指摘される。  

三嬰対応策としては、相互の法規の相違を理解した上で  

共通点に注目して、連携事業を行う。関係法規の相違があ  

っても、健康増進は共通の課題であり、地域と職域の関心  

が高まり、共通の認識がもてることで事業を展開する基盤  

を形成することができる。  

2）限られた予算  

連携事業のための予算には限界がある。  

対応策としては、既存の社会資源を最大限に活用してい  

くことが必要である。地域に既存の保健サービスを積極的  

に発掘するなど有効に活用することが期待される。  

2）限られた予算  

連携事業のための予算には限界がある。  

対応策としては、既存の社会資源を最大限に活用してい  

くことが必要である。地域に既存の保健サービスを積極的  

に発掘するなど有効に活用することが期待される。  

3）限られた人的資源  

連携事業に関わる人脈不足や担当する人的資源不足が  

問題になる。   

対応策としては、現在の人員を有効に活用することで解  

決の糸口を見つけることが可能である。地域産業保健セン  

3）限られた人的資源  

連携事業に関わる人脈不足や担当する人的資源不足が  

問題になる。   

対応策としては、現在の人員を有効に活用することで解  

決の糸口を見つけることが可能である。地域産業保健セン  
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ターや社会保険健康事業財団等の保健師を連携事業に活  

用するなど、既存の組織に属する人材を活用することが考  

えられる。  

ターや七会保険健康事業財団等の保健師を連携事業に活  

用するなど、既存の組織に属する人材を活用することが考  

えられる。  

4）時間帯の相違   

連携事業を行う上で、希望する時間帯が、職域と地域で  

異なることがある。   

対応策として、地域保健側と職域保健側の保健事業担当  

者が協力し、事業所のニーズに応えられるように工夫する  

などして、需要に応えることが期待される。  

4）時間帯の相違   

連携事業を行う上で、希望する時間帯が、職域と地域で  

異なることがある。   

対応策として娃、地或保健側と職域保健側の保健事業担  

当者が協力し、事業所のニーズに応えられるように工夫す  

るなどして、需要に応えることが期待される。  

5）共通の情報の欠落   

集団の健康状態等、地域・職域が相互に活用できる情報  

が乏しく、効果貞勺な連携事業が実践できない。  

5）共通の情報の欠落   

集団の健康状態等、地域・職域が相互に活用できる情報  

が乏しく．、効果的な連携事業が実践されにくい。   

対応策として、脚取扱いに十分留意しながら、  

可能な範囲で健診情報等を相互に活用するなど工夫をす  

錮堵協議会との連携を密にすること  

により、御健康課題を捉え推進していくことが必  

要であ包」   

主潮た情報、提案  

室蜘れぞれの二次医固執こ  

鮒凛である。地域の健康課題  

空堕塾脚こ掛ナる取組状況や資料が関  

壁掛棟係者の理  

盤盛細迫上  

三脚酢澗係機関、団体への犯行貧商工会議  

誼蜘沖機関紙こ掲載するこ  

土立杢遡である。  

ることが必要である  

6）職域側の認識や関心の温度差   

職域側の阻害因子として、事業者の健康管理に対する認  

識や関心の程度に差があることが指摘される。   

対応策として、地域産業保障センターなどの諸機関を通  

して、健康管理に対する認識や関心を高めていく方法も考  

えられる。  

6）職域側の認識や関心の温度差   

職域側の阻害因子として、事業者の健康管理に対する認  

識や関心の程度に差があることが指摘される。   

対応策として廷、地域産業保健センターなどの諸機関を  

通して、健康管理に対する認識や関心を高めていく方法も  

考えられる。また、閻リット  

皇垂主二ことが重要であり、そ聯  

とにより、関係者の関心を高めることができるい  

7）異なる医療保険制度   

医療保険の種類が対象集団で異なることも連携事業を  

推進する上で制限になることがある。   

対応策としては、保険者協議会を通して各制度の被保険  

者も包含する体制を構築することが必要である。  

7）異なる医療保険制度   

医療保険の種類が対象集団で異なることも連携事業を  

推進する上で制限になることがある。   

対応策としては、保険者協読会を通して各制度の被保険  

者も包含する体制を構築することが必要である。  
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8）個人情報保護   8）個人情報保護   

個人情報を保護するために、連携事業に必要な情報が共  個人情報を保護するために、連携事業に必要な情報が共   

有できないという問題点がある。   有できないという問題点がある。   

対症策として廷、保障事業としての主旨を十分に説明し  その対策として、保健事業としての主旨を十分に説明し   
て、必要最低限の情報を共有できるよう本人の同意を得る  て、必要最低限の情報を共有できるよう本人の同意を得る   

ことが必要である。  ことが必要である。  

3．保険者協議会との連携  3．保険者協議会との連携   

地域・職域連携推進協議会は保障事業の連携による事業  地域・職域連携推進協議会は保健事業の連携による事業   

の効果的・効率的な活用等による生涯を通じた健康づくり  の効果的・効率的な活用等による生涯を通じた健東づくり   

の促進を課題とし、都道府県単位又は2次医療圏単位で健  の促進を課題とし、都道府県単位又は2次医療圏単位で障   

康づくりに携わる者により構成していることに対し、保険  

者協議会は保険運営の安定化を図るため、医療保険者によ  

る保健事業等を共同実施することを課題に、都道府県単位  

の国保、組合健保、政管健保等の医療保険者で構成されて  

いる。各々の協議会に関わる人が重なることも多いことか  
いる。各々の協議会に関わる人が重なることも多いことか  

ら、互いに連携を図り適切な運用を図る必要がある。  
ら、互いに連携を図り適切な連用を図る必要がある。  

医療制度改革により、医療保険者が生活習慣病予防のた  
今後の医療制度改革を踏まえると、医療保険者が生活習  

めの健診・偵牌旨導レ＼イリスクアプローチ）を実施する  

ことにな旦と、保険者協議会では、健診・保健指導データ  
慣病予防のための健診一保健指導レイリスクアプローチ）  

とレセプトデータの分析に加え、各医療保険者による健  
を実施することになり、保険者協議会では、健診・保健指  

診・保健指導に関する実施体制に係る検討が行われるな  
導データとレセプトデータの分析に加え、各医療保険者に  

ど、保険者機能が強化される。地域・職域連携推進協議会  

においては、保険者協議会との連携を密にすることによ   

旦⊥ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチ  中で、健康増進計画の目標達成に向けて 地域・職域連携   

に関する事業の関垂を持たせ、健康増進活動の両輪として  推進協議会においては、保険者協議会との連携を密に＿L   

機能する体制を整備することが期待される。具体的には、  ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチに   

保険者協議会から特定健診・特定保個軒旨導の実施体制や結  関する事業の関連を持たせ、、。、J の両輪として機   

果等についての情事臣提供を受ける等により、地域全体のデ  能する体制を整備することが期待される。   

一夕を班蛎・職域垂携推進協議会において分析し、地域全  なお、保険者協議会との連携を円滑に行うために、地   

体の健康課題を明確にしていくことが望ましい。   麺・職域連庚推進協議会の事務局が、保険者協議会の会議   

なお、保検者協議会との連携を円滑に行うためには、保  

険者協議会の事務局を担っている国保連合会と連絡調整  

を密にするだけでなく、両協議会の意識・意思隊一を図る  

場を設定することが必要であろう。  

Ⅶ．Q＆A  

Ⅶ．Q＆A   Ql∴地域保健が職域保健と連携するといっても、何から   

Ql．地域保健が職域保健と連携するといっても、何から  

取りかかったらよいのか、職域保陸側のどのような人  

と相談すればよいのかわかりませんb何から始めるの  

がよいのですかも   



Al．まずは、地域産業保健センターや健康保険組合連合   

会、社会保険健康事業財団等の関係機関の保健担当者と   

連絡をとり、対象者の健康状況や地域・職域における保   

健事業の実施状況など相互の情報を交換することから   

始めるとよいでしょう。「まず、やれること」からスタ   

ートし、対象になる方々や事業者の理解を得ながら段階   

的に積み上げていくことが大切です二  

Al．まずは、地域産業保障センターや健康保験組合連合   

会、社会保険健康事業財団等の関係機関の保健担当者と   

連絡をとり、対象者の健康状況や地域・職域における保   

健事業の実施状況など相互の情報を交換することから   

始めるとよいでしょう。「まず、やれること」からスタ   

ートし、対象になる方々や事業者の理解を得ながら段階   

的に積み上げていくことが大切一紙  

Q2．事業所側が地樹呆健と連携事業を実施したいと思う  

場合、地磯風矧則のどこに連絡をすればよいですか㌔  

Q2．事業所側が地域保健と連携事業を実施したいと思う   

場合、地蜘りのどこに連絡をすればよいですか。  

A2．まずは、保健所、又は該当する市町村の健泰づくり  

（健康増進、健康推進等）の担当者と連絡をとるとよい  

でしょう。  

A2．まずは、保健所、又は該当する市町村の健康づくり   

（健康増進、健康推進等）の担当者と連絡をとるとよ  

いでしょう。  

Q3．事業所における健康管理について、事業者の関心を  

高めるためにはどのような方法がよいのでしょうか。  

Q3．事業所における健康管理について、事業者の関心を   

高めるためにはどのような方法がよいのでしょうか。  

A3．健康管理の必要性を一方的に伝えるだけではなく、  

具イ和勺に健康に関する情報（就業者の健康情報の分析結  

果等）を提示したり、実際に健廉管矧こ取り細んでいる  

事業者の事例や体験を紹介をすることで健康管理に対す  

る関心を高めていくとよいでしょう。  

A3．健康管理の必要性を－一方的に伝えるだけではなく、   

具体的に健康に関する情報（就業者の健康情報の分析結   

果等）を提示したり、実際に健康管理に取り組んでいる   

事業者の事例や体験を紹介することで健康管理に対す   

る関心を高めていくとよいでしょう。   

呈た、郡安全教育を   

塾生コとした取組は、連舞事業として進めやすいと考え   

旦処達±」  

Q4．キーパーソンとしては、どのような人を選んだらよ   

いのでしょうカ㌔  

Q4．キーパーソンとしては、どのような人を選んだらよ  

いのでしょうカ㌔  

A4．特に職種を限定はしていませんが、地域保健と職域   

保健の両方に理解がある方をキーパーソンにすると、よ   

り具体的な助言や支援が得られ、協議会や保健事業の運   

営もスムースになるようでれモデル事業では、学識経   

験者（大学教員等、例：山形県、福島県、富山県、愛知   

県、山口県）や地域産業保健センター長（医師、例：福   

島県）がキーパー ソンになり、計画巨鄭皆から助言や支援   

をしていただいています。   

また、2次医療卿ダー  

、 

A4．特に職種を限定はしていませんが、地域保健と職域  

保健の両方に理解がある方をキーパーソンにすると、よ   

り具体的な助言や支援が得られ、協議会や保健事業の運  

営もスムースになるようでれモデル事業では、学識経  

験者（大学教員等、例：山形県、福島県、富山県、愛知  

県、山口県）や地域産業保健センター長（医師、例：福  

島県）がキーパー ソンになり、計画段階から助言や支援  

をしていただいています。  
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Q5．腰細   

入ってもらうと本事業が円滑に進むでしょうかぃ  

この趣旨からいけば、＃抑  

廟確  

から選怯んてもらった担当者レベルのワーキンググル  

∵フ慧議空蝉   

癖郵拝業を行うこと湛  

去旦塑墜二職域の連携推進を図ることを目的としていま  

的と考怒E㈱  
細の共  

有ができ、どのような連携が必要なのかという計画づく  

珊瑚間組拾、匪賊  

の簡裁郵巨組織としての協正昭剥が重要となりますの 

三ゝ 

の長あてに醐  

Q旦．協議会を形骸化させないために、どのようなことに  

気をつければよいでしょうか  

Q旦．協議会を形骸化させないために、どのようなことに   

気をつければよいでしょうかも  

A旦．地域保健、脚目互の情報交換や、富山県や山  

口県のモデル事業のように商工会議所広報に健康情報を  

掲載していくことなど、様々な情報の発信等小さいこと  

（事業）でよいので、とにかく続けていくことが大切で  

す。また、成功事例を持つことも、継続していく上での  

励みになります。  

A旦．地域保健、脚目互の情報交換や、富山県や山  

口県のモテンレ事業のように商工会議所広報に健衷情報を  

掲載していくことなど、様々な情報の発信等小さいこと  

（事業）でよいので、とにかく続けていくことが大切で  

す。また、成功事例を持つことも、継続していく上での  

励みになります。   

蜘フ等を作って、機掛軸こプワ  

ジェクトを進めていくことで、ノり／バー間の理解も深ま  

Qヱ．市町村の保健師は日常業務に追われてしまい、これ  

以上手を広げることはできません負担が少なくなる方  

法はありますか⊃  

Q旦．市町村の保健師は日常業務に追われてしまい、これ  

以上手を広げることはできません。負担が少なくなる方  

法はありますか）  

Aヱ．協議会やワーキングカレープの中で、職域保健や健  

診機関などの専門職を有する機関と相談を行い、現在い  

A旦．協議会やワーキングカレープの中で、職域保健や健  

診機関などの専門職を有する機関と相談を行い、現在い  
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る人的資源の有効活用を考えることも1つの解決策でし  

ょう。また、連携事業を市町村の施策として位置付ける  

ことにより、他部門の協力を得ることも可能になります。  

る人的鰍の有効活用を考えることも1つの解決策でし  

ょう。また、連携事業を市町村の施策として位置付ける  

ことにより、他部門の協力を得ることも可能になりまう㌔  

Q旦．連携事業を推進するためには、専門職以外の人的資   

源が必要ですが、どのようにしたらよいでしょうか。  

Q7．連携事業を推進するためには、専門職以外の人的資  

源が必要ですが、どのようにしたらよいでしょうか。  

Aヱ．健康づくりに関する事業には、住民主体のものや  

様々な分野が実施できるものがありますので、民生委員  

や健康づくりの自主グループなどの地区組織や、NPO  

筆型を巻き込んで、連携事業を行うことが必要です。ま  

た、研修を行いそのような人材を育てていくことも重要  

です。  

A旦．傑療づくりに関する事業には、住民主体のものや  

様々な分野が実施できるものがありますので、民生委員  

や鯨づくりの自主グループなどの地区細織や、NPO  

等を巻き込んで、連携事業を行うことが必要です。また、  

研修を行いそのような人材を育てていくことも重要で  

す。  

Q旦．連携事業を行う予算がありませんが、どのように確  

保できるのでしょうか。また、予算がなくても運営でき  

る方法はあるのでしょうカ㌔  

Q旦．連携事業を行う予算がありませんが、どのように確  

保できるのでしょうか。また、予算がなくても運営でき  

る方法はあるのでしょうか㌔  

A＿旦．財政状況が厳しいことから、予算には限界がありま  

す。自治体に予算化してもらえるよう働きかけることも  

重要ですが、地域保健、職域保健分野の保健事業や、会  

場となる施設、保健事業担当者、民間組織、地域組織等  

といった人的資源、健康教育に使用する設備や教材、広  

報やチラシを利用するなど、限られた条件の中で最大限  

に可能なことを考え、事業につなげていきましょう。  

A旦．財政状況が厳しいことから、予算には限界がありま  

す。自治体に予算化してもらえるよう働きかけることも  

重要ですが、地域保健、職域保健分野の保健事業や、会  

場となる施設、保健事業担当者、民間組織、地域組織等  

といった人的資源、健康教育に使用する設備や教材、広  

報やチラシを利用するなど、限られた条件の中で最大限  

に可能なことを考え、事業につなげていきましょう。  

Q旦．健喪教育の手法として、何か工夫する点、気をつ   

けなければいけない点はありますカ㌔  

Q＿土且健康教育の手法として、何か工夫する点、気をつ   

けなければいけない点はありますか。  

A＿主＿旦．土脚龍城保健の資源（人的資源、会場、設  

備、教材、情報等）、マスコミやインターネット、電子メ  

ール、電話、FAX等の情報手段を十分に活用しましょ   

う。対象の意識に働きかけるために、映像（写真、スラ  

イド等）の使用や演劇等を行うこともよいようです。ま  

た、家庭での生活や仕事を行う上でも有用な内容で、か  

つ継続できるような具体的な内容にするとともに、一方  

的な指導や単なる知識の押しつけにならないようにしま  

しょう。  

A旦．地嚇呆健や秘或保健の資源（人的資娠、会場、設  

備、教材、情報等）、マスコミやインターネット、電子メ  

ール、電話、FAX等の情報手段を十分に活用しましょ   

う。対象の意識に働きかけるために、映像（写真、スラ  

イド等）の使用や演劇等を行うこともよいようです㌔ ま  

た、家庭での生活や仕事を行う上でも有用な内容で、か  

つ継続できるような具体的な内容にするとともに、一方  

的な指導や単なる知識の押しつけにならないようにしま   

しょう。  

Qユ旦．健康増進に関する法規と労働衛生に関する法規の   

違いがあり、連携がとりにくいのですが、どうすればよ   

いでしょうカ㌔  

Qユユ．健康増進に関する法規と労働衛生に関する法規の   

違いがあり、連携がとりにくいのですが、どうすればよ   

いでしょうか。  
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Aユ且相互の法規には目的や手法等に違いがあります  

が、地域保健と職域保健が互いの社会資源を使用したり、  

共同で保健事業を展開することで、より効率的、効果的  

に保健サービスを提供することができるようになります  

ので、制度の違いを越えて、次第に連携もスムースにな   

ります。モデル事業では、地域保健側の保健事業担当者  

が講師となって事業所で健康教室や講演を行ったり  

（例：］日毎道、山形県、福島県 富山県、愛知県、山口  

県、高知県）、地域保健と職域保健が共同でポスターやパ  

ンフレットを作成したりしました（例：山形県、福島県）。  

＿u．相互の法規には目的や手法等に違いがありますが、  

地域保健と職域保健が互いの社会資源を使用したり、共  

同で保健事業を展開することで、より効率的、効果的に  

保健サービスを提供することができるようになりますの  

で、制度の遠いを越えて、次第に連携もスムースになり  

ます。モデル事業では、地域保健側の保健事業担当者が  

言都市となって事業所で健康教室や講演を行ったり（例：  

北海道、山形県、福島県 富山県、愛知県、山口県、高  

知県）、地域保健と職域保健が共同でポスターやパンフレ  

ットを作成したりしました（例：山形県、福島県）。  

Qユユ，地或・職域連携推進協議会と保険者協議会は同じ   

メンバーでもよいのですカ㌔  

Qユ旦地域・職域連携推進協議会と保険者協義会は同じ   

メンバーでもよいのですカ㌔  

Aユ⊥保険者協議会のメンバーは国民健康保険や陸康保  

険組合等の医療保険者となりますが、地域・職域連携推  

進協議会における医療侃険者は保険者協議会のメンバー   

と同様の組織となることから、重なることに問題はあり  

ません。  

A＿主且保険者協議会のメンバーは国民健康保険や健康保   

険組合等の医療保険者となりますが、地域・職域連携推  

進協議会における医療保険者i粛呆険者協議会のメンバー   

と同様の組織となることから、重なることに問題はあり   

ませんっ   

また、保険者協議会の事務局を担っている国保連合会   

等のキーパーソンと本協議会事務局とが連絡調整を密に  

とも重要耽  していくこ   

Qユ旦．地域・職域連携推進協議会を、新たに設置しなけ  

ればならないのですかも  

Q＿主且地域・職域垂携推進協議会を、新たに設置しなけ  

ればならないのですカ㌔  

Aユ旦．地域・聯或連携推進事業実施要綱では、「協議会  

は、関係機関が多岐にわたることから、既存の協議する  

場（会議等）を活用することは可能とする。」とされてい  

ますので、新たに立ち上げずに既存の会議等を活用して  

行うことができます。  

Aユ旦．地域・職髄垂携推進事業実施要綱では、「協議会  

は、関係機関が多岐にわたることから、既存の協議する  

場（会議等）を活用することは可能とする。」とされてい  

ますので、新たに立ち上げずに既存の会議等を活用して  

行うことができます。  

くにはどのようにすればよいですカ  

A14．者脚こ異なる行  

政綿となって連携協議会を設置しています。  

実際には、医療圏が隣接している場合、あるいは、通勤  

や買い物などで住民や労働者の交流が盛んな場合があ  

り、卿保  

健事業の連携に努めることが重要です㌔都道府県と指定  
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遊重空≒韓郷  

旦」りずれかカ脚こその情  

報を提供して、カブザーバーとして参加してもらうン  

や先進的な連携事業の取組につⅤ、て紹介してもらうこと  

ことが望ましいでしょう  

室生、閻L  

基担竺、潮こ協力して実施し、  

担皇塑た結果については共同利用できるよう体制を整備  

しておくことが望まれます。   

な塑、2卿こついて  

』」：分な情報交換及び調整により、互いにリーグ」シ  
＿  

ップをとっていくことが望まれます。  

Q」 

盈壁準別区（以下、「［純柿等」という。）と者随府県の   

との連携を進めていくためのポイントは何ですカ㌔  

全土旦こ現状についての卿一歩で   

⊥．いぃ、！－・・－・i≡・；りご：、こ二・・－－－‥・．・●－：Lソtごlた∴・：：．i．∴∧．・一   

旦＝キンググループのメンバ十として参加し、情報の共   

亙と卸要てす。なお、当課   

Ⅱ互十－・∴＿ご巨と：二・こ：∴‥トニ：㌧・1・・●・リト●‥∴－・＿l：ニー∴●1、二   

め、都道府県侮纏   

塞空しょ㌔  

し 、く際のポイント   、て本事業を進めて  市部におし  Q16．  

遡ですカ㌔  

△⊥む榊勒   

多い、居住地と職場が離れているため地域と職域が∵致  

どの事情があります  、ない場合が多いな   

蓮叫嘲点からほ個人を特  

定上郷、  

離涌棄活動が求められます。保健  

醜堵  

皇室垂に事業を進めていくという考え方に立ちます。そ  

嬰去湘朝稽識が高まり、白  

金空夢任地こおいても保健サービスの活用につながる  

ことが期待されます。  

茎た、家族ぐるみで対象をとらえ、職賂聞離れていて  

も地域瑚脚慣  

壁造動を進めていくという展開も可能でれこれは退職  

後の地或へのスムーズな移行にも役立ちます。  
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迎卿こより、ポピュレーションア  

プローチを推進していくとよいでしょうL  

星組；温まず中′J御  
上二・土，：皿hむ・lご・坦・氾∴士㌧．い．ご主＿甘証・●・；  

ト運佃シ剋卜二十」・⊥－：－⊥∴－．・■・一軒iミニーミ・＿。：ニ  

二．1ざ也哩1．・：、⊥や七∴⊥．∴じ臣史什u阜もーニiコ：こ二  

二〔室腱達串こなう等により全県嘩  

ことを計画上ます∴  

おわりに   

健康寿命の更なる延伸や生活の質の向上を実現し、元気  

で明るい高齢社会を築くためには、とりわけ青壮年期にお  

ける健康管理〈の支援が重要であり、この間に地域及び職  

域で行われる保健事業を連携して実施することの重要性  

が高まってきている。地域・職域がこれま羽虫立して実施  

してきた保障事業を連携して行うということは、単に足り  

ないところを補完しあうというだけの意義ではなく、とも  

すれば健康のことは二の次、三の次になりがちな働き盛り  

の世代に、健康に対する関心を高めることができ、さらに  

は、家族ぐるみの健喪管理により子ども世代に好影響を及  

ぼすことや、健康なまちづくりのための大きな原動力とな  

ることが期待できよう。また、退脚寺における継続的な健  

康管理に資することはもとより、地域社会活動への参画を  

容易にし、明るく生きがいのある高齢社会の構築に寄与で  

おわりに  

健康寿命の更なる延伸や生活の質の向上を実現し、元気  

で明るい高齢社会を築くためには、とりわけ青壮年期にお  

ける健康管理への支援が重要であり、この間に地域及び職  

域で行われる保健事業を連携して実施することの重要性  

が高まってきている。地域・職域がこれま羽虫立して実施  

してきた保健事業を連携して行うということは、単に足り  

ないところを補完しあうというだけの意義ではなく、とも  

すれば健康のことは二の次、三の次になりがちな働き盛り  

の世代に、健康に対する関心を高めることができ、さらに  

は、家族ぐるみの健康管理により子ども世代に好影響を及  

ぼすことや、健康なまちづくりのための大きな原動力とな  

ることが期待できよう。また、退脚寺における継続的な健  

康管理に資することはもとより、地或社会活動／、Ⅵ参画を  

容易にし、明るく生きがいのある高齢社会の構築に寄与で  
きる可能性を秘めている。  

塑癖潜削輌予  

防のため嘩那僻縦棒が頓原保険割こより実  

直さ塾皇こ離乱、ては、特定壁  

∴こニー・－トミ」珊糎巨一二・■一二i－‥＿－11．・∴：十・丑ゝこ●．い・せ  

保険者による細  

きる可能性を秘めている。   

このガイドラインを参考にしていただき、まず峠塑塑の  

関係機関と相互に有する健康情報や保健事業等の情報交  

換により地域■職或の健康課題についての認識を共和ヒす  

ることからはじめ、健康意識調査やフォーラムの共同開催  

など、実現可能なところから一歩一歩連携事業を進めてい  

ただきたい。さらに、長期的な視点をもって連携事業を推  

進し、生涯を通じた健康づくりや生活習慣病の予防といっ  

た、重要かつ困難な課題に立ち向かっていただくことを強  

く期待するものである。  

が行われる  

地或・職菓醸会と  

アプローチとポピュレーショ  こし、ハイ   リスク  

ンアプローチを統合し推進していくことにより、国民更生  

画帳を行い、地域全  

座の衆亮酢L   
このガイドラインを参考にしていただき、まずは萱堕の  

関係機関と相互に有する健寮情報や保健事業等の情報交  
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換により地域・職域の健康課題についての認識を共有化す  

ることからはじめ、健康意識調査やフォーラムの共同開催  

など、実現可能なところから一歩一歩連携事業を進めてい  

ただきたい。さらに、長期的な視点をもって連携事業を推  

進し、生涯を通じた健康づくりや生活習慣病の予防といっ  

た、重要かつ困難な課題に立ち向かっていただくことを強  

く期待するものである。  

参考資料 （略）  参考資料 （略）  
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